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日本環境会議 第 40回水島大会 

「水島から地域脱炭素と環境再生を」 

開催のご案内 

 

日程：2025年 11月 22～23日（土・日） 

会場：水島愛あいサロン https://mizushima-ii.com/ （オンライン配信はありません） 

   岡山県倉敷市水島東千鳥町 1-50（水島臨海鉄道「水島」駅から徒歩 4分） 

主催：日本環境会議 第 40回水島大会 実行委員会 

   委員長：林 美帆（岡山理科大学）、副委員長：除本理史（大阪公立大学） 

協力：クラレテクノ・シンコースポーツ共同事業体（水島愛あいサロン指定管理者）、倉敷

市環境学習センター、みずしま滞在型環境学習コンソーシアム 

後援：倉敷市 

参加費：無料（懇親会、エクスカーションを除く） 

 日本環境会議の会員でなくとも、どなたでもご参加いただけます。 

事前申し込み： https://x.gd/8cA4p または右の QRコードから 

 ※懇親会のお申し込みは 11月 16日（日）まで。 

 

＜プログラム＞（今後、若干の変更等がありえます） 

 

【1日目：11月 22日（土）13:10～17:00】全体会（会場：水島愛あいサロン 東棟 1Fコ

ミュニティフロア）（12:30開場） 

司会：金森絵里（立命館大学経営学部教授） 

13:10-13:20 開会挨拶 林 美帆（岡山理科大学准教授） 

13:20-13:30 来賓挨拶 小松賢治（倉敷市副市長） 

13:30-14:50 ■基調講演 「意志ある未来」をめざす地域づくりへ：水島からの発信 

 関 耕平（島根大学教授）×岩淵 泰（岡山大学准教授） 

 13:30-14:00 （基調問題提起）中国地方における地域再生と水島の環境再生を考える

 関 耕平 

 14:00-14:25 （報告）環境まちづくりの伝え方とその課題 岩淵 泰 

 14:25-14:50 関 耕平×岩淵 泰（対談、質疑応答を含む） 

14:50-15:00 休憩  

15:00-15:45 ■特別報告 

 1 歴史と未来をつなぐ倉敷市の環境行政〜公害対策からゼロカーボンへ〜（仮） 

  納所秀樹（倉敷市環境局環境政策部次長） 

 2 水島発・地域連携による「健康のまちづくり」 

  尾崎寛直（東京経済大学教授） 

https://mizushima-ii.com/
https://x.gd/8cA4p
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15:45-16:00 閉会・事務連絡（除本理史） 

16:00-17:00 JEC会員総会 （※ 非会員でも傍聴可能です） 

 特別発言 諫早湾締め切り 30年を見据えた調査研究と対話の展望 

  菅波 完（有明海漁民・市民ネットワーク 事務局長） 

17:00-17:30 オプション企画：常盤駅までウォーキング（懇親会場案内含む） 

 案内：古川 明（みずしま滞在型環境学習コンソーシアム会長／おひさまエナジーステー

ション株式会社顧問） 

18:00-20:00 懇親会（定員 40人；要事前申し込み・先着順） 1人 6000円 

 会場：海鮮や どんこ（水島臨海鉄道「常盤」駅から徒歩 3分） https://kaisen-donko.jp/  

 

【2日目：11月 23日（日）午前 9:30～12:00】分科会（午前 9:00開場） 

■ 第 1分科会「地域脱炭素を水島から」（会場：水島愛あいサロン 東棟 1Fコミュニテ

ィフロア） 

 喫緊の課題である地域脱炭素をどう進めるか。水島臨海工業地帯の企業、自治体の担当者、

研究者などから報告をうけ、水島から脱炭素を推進する方策について、参加者とともに考え

たいと思います。 

座長 古川 明（おひさまエナジーステーション株式会社顧問） 

 大島堅一（龍谷大学教授）     

1  9:30-9:50 脱炭素への道筋を考える（開会・趣旨説明含む）古川 明 

2  9:50-10:15 「ゼロカーボンシティくらしき」への戦略 

  池田康幸（倉敷市環境政策課 地球温暖化対策室長） 

3 10:15-10:40 パワーエックス社と玉野市道の駅みやま公園における取り組み 

 磯村和宏（株式会社パワーエックス BESS事業部 営業部） 

4 10:40-11:05 備えと機会づくりのすすめ 木村啓二（大阪産業大学） 

11:05-11:15 コメント 1 上園昌武（北海学園大学） 

11:15-11:25 コメント 2 歌川 学（産業技術総合研究所） 

11:25-11:55 リプライ（報告者 4人×各 7分） 

11:55-12:00 閉会・事務連絡（古川 明） 

 

■ 第 2分科会「地域協働を豊かにする学び」（会場：水島愛あいサロン 西棟 倉敷市環

境学習センター環境学習教室（会議室）） 

 水島そして高梁川流域では、「産官学民」が協働して地域を学びの場とする取り組みが進

んでいます。そうした活動を推進する団体（みずしま滞在型環境学習コンソーシアム、高梁

川流域学校）や、高校生・大学生の報告を受け、交流を深めましょう。   

座長 林美帆（岡山理科大学准教授／みずしま滞在型環境学習コンソーシアム事務局長） 

 関耕平（島根大学教授）  

https://kaisen-donko.jp/


 

 

3 

 

9:30-9:35 開会・趣旨説明 林美帆 

9:35-10:30 I みずしま滞在型環境学習コンソーシアムについて 

 司会・趣旨説明： 林 美帆 

 パネリスト： 

  横溝博之（水島信用金庫） 

  吉田淳一（萩原工業） 

  吉田弘実（亀島山地下工場を語りつぐ会）  

10:30-11:30 II 地域に関する学び  

 司会・趣旨説明： 林 美帆 

 報告・発言： 

  梶谷昌史（高梁川流域学校）、倉敷古城池高校生、大阪公立大学生、岡山大学生ほか 

11:20-11:30 倉敷市環境学習センター活動紹介 豊田浩二（倉敷市環境学習センター） 

11:30-11:50 質疑応答（司会：林美帆） 

11:50-12:00 まとめ・閉会・事務連絡（林 美帆・関 耕平） 

 

■ 第 3分科会「中国地方における PFAS汚染と、水源を守る取り組み」（会場：水島愛あ

いサロン 東棟 1Fコミュニティフロア） 

 近年、沖縄、東京等で PFAS（有機フッ素化合物）の環境汚染問題が深刻になっています。

中国地方でも、吉備中央町で、再生処理するために放置していた活性炭から水道水の汚染が

発生し、全国初の町の費用負担による血液調査を実施しました。その結果、高濃度の PFAS

汚染が明らかになっています。また、三原市本郷処分場の環境汚染についても取り上げ、水

質・水源を守るための課題を考えたいと思います。   

座長 村山武彦（東京科学大学教授）  

 傅 喆（神戸女学院大学准教授） 

9:30-9:35 開会・趣旨説明 中地重晴（熊本学園大学教授） 

9:35-10:05 吉備中央町の PFASによる健康影響について 

  原田浩二（京都府立大学教授） 

10:05-10:35 吉備中央町の PFAS汚染に関する住民運動の報告 

  小倉博司（円城浄水場 PFAS問題有志の会 代表） 

10:35-10:55 PFASの安全性評価の不当性、論文差し替え問題 中地重晴 

10:55-11:25 三原市本郷処分場の環境汚染問題 

  岡田和樹（本郷処分場建設差し止め原告団 共同代表） 

11:25-11:55 総合討論（司会：中地重晴） 

11:55-12:00 閉会・事務連絡（傅 喆） 
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■ 特別分科会「公害地域環境再生の現在と展望 健康なまちづくりの視点から」（主催：

公益財団法人水島地域環境再生財団（みずしま財団）、共催：大会実行委員会）（会場：水

島愛あいサロン 東棟 1Fコミュニティフロア） 

 1960～70年代に激甚な大気汚染公害を経験した倉敷市水島地域では、倉敷公害訴訟の和

解（1996 年）を受けて 2000 年に設立されたみずしま財団が、地域の様々な主体と連携し

た「公害地域の環境再生」に向けて取り組んできた。 

 今回の日本環境会議水島大会に合わせた、みずしま財団独自企画の特別分科会で、他地域

の事例も交えながら、「健康なまちづくりの視点から公害地域における環境再生」の現在地

を確認し、今後の展望を議論することを目指す。 

座長 里見和彦（水島協同病院名誉院長／みずしま財団理事） 

9:30-9:35 開会挨拶 

 太田映知（倉敷公害患者と家族の会名誉代表幹事／みずしま財団理事） 

9:35-9:55 基調報告 みずしま財団の経緯・成果と課題に触れて 

 石田正也 （みずしま財団理事長） 

9:55-10:35 事例報告 

 ①西淀川地域における地域再生とまちづくり（仮） 藤江 徹（あおぞら財団） 

 ②臨海部の再生に向けて 塩飽敏史（みずしま財団） 

 ③地域再生と健康づくり～医師会・保健所・専門職のネットワークを事例に～ 藤原園子

（みずしま財団）  

10:35-10:40 休憩 

10:40-11:55 ディスカッション コーディネーター：福田憲一（みずしま財団副理事長） 

 助言者：清水万由子（龍谷大学政策学部教授）、傘木宏夫（NPO 地域づくり工房代表）、 

     尾崎寛直（東京経済大学経済学部教授） 

11:55-12:00  まとめ・閉会挨拶（里見和彦）／ 事務連絡 

終了後、希望者にみずしま財団の資料交流館（あさがおギャラリー）への見学受け入れ 

 

＜ミニツアー・エクスカーション＞ 

 

【2日目：11月 23日（日）12:10-12:30】 

ミニツアー：倉敷市環境監視センター・環境学習センター見学 

（定員 30人；申し込み不要・先着順） 

※ 開始時間までに第 2分科会会場（水島愛あいサロン 西棟 倉敷市環境学習センター環

境学習教室）集合 

参加費：無料 
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【2日目：11月 23日（日）13:00水島愛あいサロン出発～16:00 JR倉敷駅北口帰着】 

エクスカーション：水島コンビナートのバスツアー 

（定員 40人；要事前申し込み・先着順） 

コンビナート企業 OB の方や地元高校生によるガイドを予定しています。（本エクスカーシ

ョンは、公害資料館ネットワークとの共催企画として実施します。） 

参加費：1人 3000円（子ども料金の設定はありません） 

 

＜会場について＞ 

 

水島愛あいサロン外観 

 

 

＜宿泊について＞ 

 11/22に、水島最大のイベント「港まつり」が開催されるため、ご宿泊はお早めの予約を

お願いいたします。水島の主なホテルは下記の通りです（会場に近い順）。倉敷駅近くのホ

テルでもよいかと思います（水島臨海鉄道で約 23分）。 

ホテル倉敷水島ヒルズ（ＢＢＨホテルグループ） 

https://breezbay-group.com/kurashiki-hills/ 

西棟（環境学習

センター） 

東棟（コミュニ

ティフロア）⇒ 

水島駅のある方向⇒ 

第 2分科会 全体会、第 1・第

3・特別分科会 

エクスカーション

バス出発はこちら 

https://breezbay-group.com/kurashiki-hills/
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ホテルナンカイ倉敷 

https://www.h-nankai.jp/ 

たびのホテル倉敷水島 

https://kurashiki-mizushima.tabino-hotel.jp/ 

ザ・セレクトンホテル倉敷水島 

https://celecton.com/kurashiki/ 

ホテル・ルートイン倉敷水島 

https://www.route-inn.co.jp/hotel_list/okayama/index_hotel_id_677/ 

スーパーホテル倉敷水島 

https://www.superhotel.co.jp/s_hotels/kurasiki/ 

 

＜水島臨海鉄道の時間＞ 

 本数が少ないのでご注意ください。また、IC カードは使えませんので現金をご用意くだ

さい（倉敷市～水島は 360円）。 

11月 22日（土）  

開会前 倉敷市駅 11:40→水島駅 12:04 

  倉敷市駅 12:22→水島駅 12:45 

閉会後 水島駅 16:34→常盤駅 16:36→倉敷市駅 16:57 

  水島駅 16:54→常盤駅 16:57→倉敷市駅 17:17 

  水島駅 17:40→常盤駅 17:42→倉敷市駅 18:03 

11月 23日（日）  

開会前 倉敷市駅 09:01→水島駅 09:25 

  倉敷市駅 08:23→水島駅 08:46 

閉会後 水島駅 12:33→倉敷市駅 12:56 

  水島駅 12:52→倉敷市駅 13:15 

 

＜その他＞ 

 申し訳ありませんが、会場に Wi-Fi がありません。インターネット環境はご自身でご用

意ください。 

 

＜本件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします＞ 

 

大会実行委員長 

 林 美帆（岡山理科大学准教授） m-hayashi★ous.ac.jp （★を半角アットマークに変

更してください） 

https://www.h-nankai.jp/
https://kurashiki-mizushima.tabino-hotel.jp/
https://celecton.com/kurashiki/
https://www.route-inn.co.jp/hotel_list/okayama/index_hotel_id_677/
https://www.superhotel.co.jp/s_hotels/kurasiki/

